
柔道

柏崎克彦(かしわざき かつひこ)先生

・1975年から1981年まで全日本選抜体重別選手権で5度優勝。

1975年ウィーン世界選手権63kg級準優勝、

1981年マーストリヒト世界選手権65kg級優勝。

・軽量級の第一人者として長く活躍、

1980年のモスクワ五輪「幻の代表」の1人。

1982年の嘉納杯優勝を機に引退。

・合理的な技術で世界に知られる寝技の権威。

著書「寝技で勝つ柔道」は固技指導のバイブル。

現在は国際武道大で指導。




